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土
岐
市
長　
加
藤
靖
也

市長コラム

ときのあれこれ

Collection　―　ときコレ

モクセイ科の落葉高木で、市の木に指定されて
います。「ナンジャモンジャ」の別名で知られ、
よく似ている「トネリコ」（別名「タゴ」）とい
う木が複葉植物であるのに対し、単葉であるため
に「ヒトツバタゴ（一つ葉タゴ）」と名付けられ
ました。
国内では長崎県対馬北端、岐阜県木曽川周辺、

愛知県の一部などに自生しており、国の絶滅危惧
II類（VU）に指定されています。
５月から６月にかけて泉町の白山神社や織部の

里公園などで、雪をかぶったような白い花を見る
ことができます。また、どんぶり会館前の県道66
号線沿いは、ヒトツバタゴが多く植えられている
ことから「なんじゃもんじゃ街道」の愛称が付け
られています。

06　市政情報
市連合自治会の役員／不法投棄はやめましょう
／狂犬病予防注射と犬の登録
生涯学習館の愛称募集／市営住宅の入居者募集
／公共下水道を使える地区の拡大／はかり定期
検査

08　情報ひろば／土岐市公民館だより
10　ときめきの瞬間
12　読者コーナー
13　土岐市教育夢・絆／給食センター掲示板
14　男と女のいきいきコラム／健康ほっとLine
15　健康ガイド
16　陶史の森だより

広報とき　5.1　Vol.1549

土
岐
市
は
１
３
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
陶
磁
器

の
ま
ち
で
す
。
戦
国
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初

期
に
か
け
て
は
、
京
都
や
大
坂
、
堺
を
中
心
に
流

行
し
た
「
茶
の
湯
」
に
お
い
て
、
優
れ
た
茶
陶
を

生
み
出
し
ま
し
た
。
現
在
も
国
内
最
大
の
陶
磁
器

生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

地
場
産
業
が
長
く
続
く
に
は
、
そ
の
土
地
の
自

然
条
件
や
技
術
を
持
っ
た
人
の
育
成
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
土
岐
市
の
陶
磁
器
産
業
は
、
土
や
水
と
い

っ
た
自
然
と
、
製
品
を
作
る
高
い
技
術
を
持
っ
た

人
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
、
ま
さ
に
地

場
に
根
付
い
た
産
業
で
す
。

先
日
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
か
ら
、

美
濃
焼
の
作
り
手
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
方
が
受

賞
の
報
告
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は

40
年
も
の
間
、
一
貫
し
て
黄
瀬
戸
の
作
品
を
作
り

続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
弟
子
は
と
っ

て
い
な
い
も
の
の
若
手
作
家
と
の
交
流
が
あ
る
そ

う
で
、
「
教
え
て
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

盗
ん
で
い
け
ば
よ
い
」
と
話
す
言
葉
に
は
、
自
身

の
経
験
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

現
代
は
時
間
の
流
れ
が
速
く
、
３
年
一
昔
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、
先
人
の
技

術
や
経
験
を
後
世
に
継
承
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
っ
そ
う
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

技術の継承

特集　美濃焼のある場所
（　ヒトツバタゴ　）

「市の木」
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美
　
濃
　
焼

の
　
あ
　
る

場
　
　
　
所

美
濃
焼
は
国
内
陶
磁
器
シ
ェ
ア
の
半
分

以
上
を
占
め
、
中
で
も
土
岐
市
は
陶
磁
器

生
産
量
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。
美
濃
焼
の

生
産
量
が
多
い
理
由
は
、
あ
ら
ゆ
る
陶
磁

器
製
品
の
生
産
に
対
応
で
き
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
が
、
一
方
で
、
特
徴
が
な
い
こ
と

が
美
濃
焼
の
特
徴
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
良
質
な
陶
磁
器
用
粘
土
が

豊
富
な
こ
と
か
ら
、
１
３
０
０
年
以
上
前

か
ら
焼
き
物
の
産
地
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
７
世
紀
の
須
恵
器

の
生
産
に
始
ま
り
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら

江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
、
黄
瀬
戸
、
瀬

戸
黒
、
志
野
、
織
部
な
ど
の
茶
陶
・
高
級

食
器
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は

日
用
食
器
の
生
産
が
主
体
と
な
り
、
明
治

時
代
以
降
は
量
産
化
が
進
み
、
現
在
の
陶

磁
器
産
業
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
美
濃
焼
は
珍
し
い
も

の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
ま
ち
の
焼
き
物
に
つ
い
て
、

つ
か
う
人
と
つ
く
る
人
を
通
し
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
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父
親
の
お
か
げ
で
幼
い
頃
か
ら
絵
画
や
陶
器

な
ど
文
化
的
な
も
の
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

陶
工
と
し
て
、
と
て
も
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。お

茶
碗
を
作
る
と
き
は
、
茶
道
を
理
解
し
な

い
と
良
い
も
の
は
作
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
利
休
が
作
り
上
げ
た
茶
道
で
す
が
、
自
分
な

り
の
茶
道
を
求
め
て
勉
強
し
ま
し
た
。
私
が
思

う
「
日
本
人
の
お
茶
」
を
好
き
に
な
り
た
か
っ
た
の
か
な
。

今
で
も
、
常
に
使
う
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
お
茶
碗
を
作
り

続
け
て
い
ま
す
。
良
い
お
茶
碗
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
毎
日
そ
の
お
茶
碗
で
お
茶
を
飲

み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
も
の
、
こ
の
お
茶
碗
で
飲
む
と

お
茶
が
お
い
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
も
の
が
、
本
当
に
良

19
歳
で
お
茶
を
始
め
50
年
近
く
が
た
ち
ま
す

が
、
こ
の
頃
や
っ
と
面
白
く
な
っ
て
き
た
な
と

感
じ
ま
す
。
お
客
さ
ん
と
の
気
持
ち
の
や
り
取

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
、
広
く
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
軸
（
掛
け
軸
）
を
含
め
、
お
茶
に
使
う
道

具
は
全
て
季
節
感
を
考
え
て
選
び
ま
す
。
ど
ん

な
お
茶
会
に
す
る
の
か
、
お
客
さ
ん
に
合
っ
た

も
の
は
ど
ん
な
も
の
か
を
考
え
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
冬
は
冷
め
に
く
く
す
る
た
め
に
深
さ
が
あ
っ
て
飲
み
口

の
広
く
な
い
お
茶
碗
を
、
反
対
に
夏
は
薄
手
で
涼
し
げ
な
お

茶
碗
を
使
用
し
ま
す
。
思
い
の
こ
も
っ
た
お
茶
碗
は
使
い
た

く
な
り
ま
す
ね
。
器
や
作
り
手
の
魂
を
使
う
と
い
う
ん
で
し

ょ
う
か
。
お
茶
碗
を
買
い
求
め
て
市
や
骨
と
う
品
屋
を
の
ぞ

美濃焼と茶の湯

茶会で用いられる陶器を茶陶といいます。
茶陶は日用の食器ではなく、最高のもてなし
のための陶磁器です。
茶の湯が流行した桃山時代。美濃地方の焼
き物は美濃桃山陶と呼ばれ、黄瀬戸、瀬戸黒、
志野、織部といった茶陶や食器が畿内（京・
大坂・堺）を中心に全国に流通し、一世を風

ふう

靡
び
しました。
特に国の重要文化財に指定された泉町久尻
の元屋敷陶器窯跡出土品は、美濃桃山陶が成
形・絵付・施釉の各工程で高度な技術を駆使
し、時代の最先端をいくデザインの茶陶や食
器を大量に焼成したことを表しています。
茶碗を芸術品として扱う“茶の湯”の文化
の中で、美濃焼はその技術力と流行の解釈に
おいて茶人の美意識に応えてきたのです。

う
つ
わ
と
お
茶
を
楽
し
む

美
濃
焼
の
あ
る
場
所　
「
茶
会
」

暮
雪
庵
で
の
月
釜
や
陶
器
祭
り
で
の
市
民
茶
会
な
ど
、
土
岐
市
で
は

た
く
さ
ん
お
茶
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
文
化
の
原
点
と
も

い
う
べ
き
お
茶
。
う
つ
わ
＝「
茶
碗
」
を
つ
く
る
人
と
つ
か
う
人
の

視
点
か
ら
、
う
つ
わ
と
お
茶
の
楽
し
み
方
に
迫
り
ま
す
。

自分の楽しみ方を
見つけて

自然に逆らわず、
無心に
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日本の文化である茶道。　“作法”　が心配で、
参加するのをためらう方も多いのでは。大
切なことは、ちょっとしたマナーとみだし
なみ、相手への思いやりです。

まずは新緑の季節を楽しみながら、気軽
にお茶をいただいてみませんか。

暮雪庵茶会
５月11日（土）・12日（日）10：00～15：00
本席一服500円
▷５月11日は野点　（一服300円）　も開催し

ます。季節の花を観賞しながらお茶をい
ただけます。

【薄茶の作法】
一般的なお茶会で出されるお茶を「薄茶」

といいます。
①出されたお菓子は最初にいただきます。

食べきれなかった場合などは、懐紙に包
んで持ち帰りましょう。

②次のお客さんがいる場合は、茶碗を膝前
の下側に置いて、「お先に」と一礼しま
す。

③茶碗を膝前に置き、亭主に向かって「ち
ょうだいいたします」とあいさつをしま
す。

④茶碗を右手で手に取り、左手の手の平に
乗せます。茶碗の正面が自分に向いてい
るので、茶碗を左手に乗せたまま回し、
正面をずらしていただきます。

⑤飲みきった後は、親指と人差し指で飲み
口をつまんで拭き、指は懐紙で拭います。

⑥茶碗を正面に戻して膝前に置きます。亭
主に「とてもおいしかったです」「ごち
そうさまでした」など、自分の言葉でい
いので感謝の気持ちを伝えましょう。

⑦器が割れたりしないよう低い姿勢で眺め、
造りなどを楽しみます。

⑧器を亭主に返すときは、相手に正面を向
けましょう。

※作法は、流派によって異なります。

　文化振興課（内線556）

お茶会に参加してみよう

い
お
茶
碗
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
ず
っ
と
穴
窯
で
陶
器
を
焼
い
て
い
ま
す
が
、
穴
窯
で

の
焼
き
上
が
り
は
自
然
の
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、
味
わ

い
深
い
。
や
は
り
自
然
の
力
に
は
敵
わ
な
い
な
、
と
思
い
ま

す
。
た
だ
整
え
ら
れ
た
だ
け
の
器
で
は
、
使
う
方
も
面
白
味

が
な
い
で
し
ょ
う
。
私
は
、
自
然
体
で
存
在
感
が
あ
る
も
の

を
作
り
た
い
。
手
に
取
っ
て
響
い
て
く

る
お
茶
碗
を
目
指
し
、
作
り
手
と
し
て

枠
を
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
つ
も
戒
め
て
い
ま
す
。

お
茶
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
は
自

然
の
味
わ
い
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。
型
に
と
ら

わ
れ
ず
自
然
に
、
無
心
で
お
茶
と
器
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

く
の
も
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。
お
客
さ
ん
は
、
お
茶
碗

を
手
に
取
っ
て
隅
か
ら
隅
ま
で
ご
覧
に
な
る
の
で
、
生
半
可

な
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。
と
て
も
良
い
物
を
出
す
と
き
は
、

特
別
な
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
箱
書
き
を
お
見
せ

す
る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。

と
に
か
く
、
ど
ん
な
お
茶
碗
で
も
い
い
の
で
、
お
茶
を
点た

て
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
は
家
で
コ
ー

ヒ
ー
の
代
わ
り
に
点
て
て
い
ま
す
よ
。

旅
先
で
現
地
の
名
水
を
使
っ
て
外
で
お

茶
を
飲
む
の
も
面
白
い
で
す
ね
。
気
軽

に
お
茶
の
世
界
に
入
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
器
を
買
う
こ
と
や
お
茶
を
飲
む
こ

と
な
ど
、
楽
し
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

一
人
一
人
違
っ
た
楽
し
み
方
を
見
つ
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

つくる人
市無形文化財「瀬戸黒」保持者
水野　澤三　さん

つかう人
土岐市茶華道連盟会長
加藤　勝之　さん
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市　政　情　報

生後91日を経過した全ての犬は、狂犬病予防法によ
り生涯１回の「登録」と年に１回の「狂犬病予防注射」
が義務付けられています。

狂犬病は犬だけでなく人にも感染し、発症すると助か
らない恐ろしい病気です。右記の通り「狂犬病予防注
射」と「犬の登録」を行いますので、犬を飼っている方
は最寄りの会場へお連れください。当日は、犬の健康状
態をお尋ねしますのでご協力ください。

お願い
▷はがきが送られてきた方は、必ずお持ちください。愛

犬手帳も併せてお持ちください。
▷犬が病気・高齢などの理由で狂犬病予防注射ができな

い場合は、獣医師から「狂犬病予防注射猶予証明」を
受け、東濃西部広域行政事務組合または環境課へ提出
してください。

▷日程中に予防注射ができない方は、動物病院で注射を
受けてください。

狂犬病予防注射 と 犬の登録を行います

〉〉料金と日程
対象　生後91日以上の犬
料金　▷登録済の犬　…　3,070円

▷未登録の犬　…　6,070円
（別途登録料として3,000円）

※釣り銭のないようにご用意ください。

予防注射日　５月22日（水）
　9：30～10：00　西部支所
10：20～10：50　鶴里支所
11：05～11：40　曽木支所
13：00～13：30　駄知体育館
13：50～14：20　肥田支所
14：35～15：10　文化プラザ

　環境課（内線252）

土岐市連合自治会の総会が、４月９日（火）市役所
で開催されました。同会は、市内８町の自治会の代
表者で組織され、地域住民と行政を結ぶパイプ役と
して地域の皆さんの声を行政に反映させ、市民生活
をよりよくしていくために運営されています。

総会では、新年度の事業計画や役員構成などを協
議しました。

平成25年度連合自治会役員は、次の皆さんです。
会　長　松本俊則さん（肥田町）
副会長　安藤一夫さん（下石町）

佐分利衞さん（鶴里町）
理　事

福岡正弘さん（土岐津町）　鈴木建夫さん（妻木町）
日比野壽郎さん（曽木町）　籠橋健治さん（駄知町）
白石聰さん（泉町）

また、自治会活動にご尽力された昨年度の役員の
皆さんに、市長から感謝状が贈呈されました。

鈴木正彦さん（土岐津町）　仲村忠夫さん（下石町）
三輪洋二さん（妻木町）　　永井新治さん（駄知町）
岡田正美さん（駄知町）　　山内秀樹さん（肥田町）
大野達夫さん（泉町）

　秘書広報課広報広聴係（内線185）

STOP ポイ捨て
不法投棄はやめましょう

土岐市連合自治会
平成25年度の役員が決まりました

「ごみのポイ捨て」は不法投棄です。ごみの不法投
棄は法律で禁止されており、｢５年以下の懲役もしく
は１千万円以下の罰金、又はその両方を科す」という
厳しい罰則も設けられています。

ほんの小さなごみのポイ捨てでも景観を汚し、やが
て水や土壌をも汚染します。｢ごみはごみ箱へ、たば
こは吸い殻入れへ」の気持ちを多くの人が持つことで、
ポイ捨てを減らし、美しい環境を守ることができます。
私たちの気持ちの積み重ねが、いつまでも住み続けた
いと思う街づくりの第一歩になるのです。

許しません！ごみの不法投棄
市内の不法投棄を防止するため、各町から推薦を受

けた方に不法投棄監視員をお願いしています。監視員
の皆さんは、毎月２回担当地区を見回っています。

環境課では、監視報告を受けて状況を調査し、不法
投棄者が判明すれば撤去を求めています。

不法投棄監視員　39人
土岐津町７人、下石町４人、妻木町４人、鶴里町３人、
曽木町３人、駄知町６人、肥田町５人、泉町７人

任期は、平成25年４月１日から２年間です。

　環境課（内線252）
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市　政　情　報

募集期間　６月３日（月）～10日（月）
募集住宅・戸数　▷追沢団地C１,２棟・10戸程度
　　　　　　　　▷追沢団地A１棟・１戸
申込資格

現在、住宅に困っており、次の条件を満たす方
▷市内に居住または勤務していること
▷現に同居し、または同居しようとする親族があるこ

と（入居予定日から３カ月以内に結婚し、同居する
方を含む）

▷入居者全員の所得の合計が一定の基準以内で、市税
を完納していること

▷申込者および同居しようとする親族が暴力団員
（「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法
律」第２条第６号に規定する暴力団員）でないこと

入　居　日　７月上旬を予定
家　　賃　入居者全員の所得総額により決定します。
必要書類　▷申込書　▷住民票（世帯主名・続柄・本

籍の記載があるもの）　▷所得課税証明書
（入居者全員の所得が分かる書類）　▷市税
完納証明書　▷同意書および誓約書　▷そ
の他（申込者の現況に応じて、勤務地証明
など）

　都市計画課（内線316）

土岐市生涯学習館が４月に開館しました。開館を
記念して、施設の愛称を募集します。覚えやすく、
親しみやすい愛称をお待ちしています。

（　生涯学習館はこんな施設です　）
▷総合公園の近隣にあり、市の中央に位置します。
▷スポーツ室には武道場を備えています。ほかにも

オーケストラやバンドなどの活動にも適していま
す。また、料理実習室も充実しています。

▷さまざまな講座を受講できる学びの場です。

（　応募の方法　）
応募資格　市内在住の方

はがきに①郵便番号　②住所　③氏名　④年齢（学
生の方は学校名と学年も記入）　⑤電話番号　⑥愛称

（語源やイメージするものなど、簡単な説明をつけて）
を記入し、生涯学習課　（〒509－5192　住所不要）　へ
郵送してください。
※はがき１枚につき、愛称は２つまでとします。
※結果は後日、本紙でお知らせし、採用された方に

は記念品を贈呈します。
申込期限　６月14日（金）必着

　生涯学習課（内線272）

平成25年３月31日から、下記の地区で公
共下水道が使えるようになりました。

公共下水道が整備された地域で、くみ取り
式トイレを利用している方は、３年以内に水
洗トイレへの切り替え工事を行うことが法律
で定められています。水洗トイレなどへの改
造費用について、融資あっせんや利子補給制
度があります。ご希望の方は下水道課までご
相談ください。

また、お風呂や台所などの水を処理しない
で排水することは、河川などの汚れにつなが
ります。きれいな水辺の環境をつくっていく
ために、速やかに下水道への接続工事をお願
いします。
新たに公共下水道が使えるようになった地区
▷駄知町東窯の一部
▷肥田町肥田上肥田の一部、下肥田の一部
▷泉町河合の一部

　下水道課（内線114 ・117）

計量法の規定により、取引・証明に使用する「はかり」の
定期検査を下記の通り行います。この検査を受けないで「は
かり」を取引・証明に使用することは、計量法に違反します。
該当の方は必ず受検してください。

※はかり（付属品含む）、手数料（岐阜県収入証紙）を持参し
てください。
　産業振興課（内線235）

県計量検定所（☎058－254－8188）

市営住宅の入居者募集 生涯学習館の愛称を募集します

公共下水道を使える地区が
さらに広がりましたはかり定期検査を実施します

期　　日 時　　間 場　　所

５月20日（月）
午前11時～正午 曽木公民館

午後　１　時30分～　２　時30分 肥田公民館

５月21日（火） 午前　９　時～正午 駄知体育館

５月22日（水） 午前　９　時～正午
子育て支援センター

だっこっこ
（西部支所隣）

５月23日（木） 午前　９　時～午後　３　時
市役所

５月24日（金） 午前　９　時～午後　２　時
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情
報
ひ
ろ
ば

　Ｅメール　　 　申込方法　　 　問い合わせ

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　
６
月
23
日（
日
）

▽
甲
種
・
乙
種
第
４
類
＝
午
前
10

時
～

▽
第
４
類
以
外
の
乙
種
・
丙
種
＝

午
後
１
時
45
分
～

場
所　
多
治
見
工
業
高
等
学
校

　
５
月
16
日（
木
）～
24
日（
金
）

ま
で
に
、
消
防
本
部
ま
た
は
南
消

防
署
に
あ
る
願
書
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
も
で
き
ま
す
。

　
消
防
本
部（
☎
○53　
０
１
２
３
）

第
28
回　
市
消
防
操
法
大
会

市
消
防
団
で
は
、
機
械
器
具
の

取
り
扱
い
や
操
作
方
法
の
理
解
、

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
強
化
な
ど
、

充
実
し
た
消
防
活
動
体
制
を
築
く

た
め
、
消
防
操
法
大
会
を
実
施
し

ま
す
。

消
防
団
員
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
姿

を
ご
覧
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
活
躍
を
撮

影
し
た
消
防
団
活
動
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
に
も
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
26
日（
日
）午
前
９
時

～
（
雨
天
決
行
）

場
所　
総
合
公
園
・
多
目
的
広
場

内
容　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
、

自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
消
防
本
部（
☎
○53　
０
１
２
３
）

東
濃
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

手
作
り
パ
ン
や
野
菜
の
販
売
、

模
擬
店
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

み
ん
な
が
楽
し
め
る
お
祭
り
で

す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
19
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
２
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

場
所　
東
濃
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

※
当
日
は
、
土
岐
市
駅
裏
ロ
ー
タ

リ
ー
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

　
東
濃
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
○55　
５
５
８
７
）

犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
員
養
成
講

座
事
件
・
事
故
に
あ
っ
た
被
害
者

や
家
族
・
遺
族
の
被
害
回
復
を
側

面
か
ら
支
援
す
る
「
ぎ
ふ
犯
罪
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
電

話
や
面
接
に
よ
る
相
談
、
裁
判
所

や
病
院
へ
の
付
き
添
い
な
ど
支
援

活
動
に
携
わ
る
方
を
対
象
に
し
た

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
25
～
65
歳
で
月
２
回
程
度

相
談
・
支
援
活
動
が
で
き
る
方

定
員　
15
人
程
度

　
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
５

月
31
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
養
成
講
座
は
、
８
月
上
旬
～
10

月
上
旬
に
開
催
し
ま
す
。

・
　
ぎ
ふ
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
〒
５
０
０　
―　
８
３
８

４　
岐
阜
市
薮
田
南
５　
―　
14
・
☎

０
５
８　
―　
２
７
５　
―　
３
９
３
３
）

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休

み
海
外
派
遣
事
業

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
体
験
を
通
じ
て
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
海
外
派
遣

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活

動
な
ど

派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、サ
イ

パ
ン
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、フ
ィ
ジ
ー

日
程　
７
月
25
日（
木
）～
８
月
13

日（
火
）の
８
～
18
日
間

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校
３

年
生

参
加
費　
22
万
８
千
円
～
57
万
８

千
円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

申
込
期
限　
６
月
３
日（
月
）お
よ

び
10
日（
月
）

※
日
程
と
申
込
期
限
は
、
事
業
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

・
　
（
財
）国
際
青
少
年
研
修

協
会
（
☎
０
３　
―　
６
４
５
９　
―　
４

６
６
１
）

狩
猟
免
許
予
備
講
習
会

日
時　
６
月
９
日（
日
）午
前
９
時

20
分
～
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は

午
前
９
時
～
20
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
（
岐

阜
市
薮
田
南
５　
―　
14　
―　
53
）

申
込
期
限　
５
月
31
日（
金
）

・
　
（
社
）県
猟
友
会
事
務
局

（
☎
０
５
８　
―　
２
７
２　
―　
８
３
９
８
）

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
金
本
知
憲
氏

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時　
５
月
17
日（
金
）午
後
７
時

～
８
時
30
分
（
開
場
は
午
後
６
時

20
分
）

場
所　
文
化
プ
ラ
ザ
・
サ
ン
ホ
ー
ル

演
題　
覚
悟
の
す
す
め
～
心
が
折

れ
て
も　
あ
き
ら
め
る
な
～

入
場
料　
２
千
円
（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売　
土
岐
商
工
会
議

所
ま
た
は
文
化
プ
ラ
ザ

　
（
社
）土
岐
青
年
会
議
所
（
☎

○54　
３
７
４
１
）

特
定
化
学
物
質
及
び
四
ア
ル
キ
ル

鉛
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

日
時　

６
月
20
日（
木
）・
21
日

（
金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

場
所　
多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ

ー
（
多
治
見
市
旭
ヶ
丘
10　
―　
６
）

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
１
万
１
１
３
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
。
労
働
基
準
協
会

員
は
、
９
６
３
０
円
）

・
　

東
濃
産
業
労
働
協
会

（
☎
○24　
４
５
９
５
）

５月５日～ 11 日は
児童福祉週間です

君がいる
ただそれだけで

うれしいよ

2013.5.1　広報とき 82013.5.1　広報とき



お
　
願
　
い

ばろひ報情

土岐市公民館だよりいつでも学び　だれでも習う

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

■
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
励
金

35
歳
未
満
の
非
正
規
雇
用
の
若

者
を
正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
た

め
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
の
方

に
、
訓
練
奨
励
金
な
ど
を
支
給
し

ま
す
。

■
若
者
応
援
企
業
宣
言

35
歳
未
満
の
若
者
の
採
用
・
育

成
に
積
極
的
な
企
業
を
「
若
者
応

援
企
業
」
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
で
す
。

　
▽
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
励
金

＝
岐
阜
労
働
局
助
成
金
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
８　
―　
２
６
３　
―　
５
６
５
０
）

▽
若
者
応
援
企
業
宣
言
＝
岐
阜
労

働
局
求
職
者
支
援
室
（
☎
０
５
８

　

―　
２
４
５　
―　
１
２
６
６
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

不
眠
・
ふ
さ
ぎ
込
む
・
怒
り
っ

ぽ
い
・
認
知
症
な
ど
で
お
悩
み
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
①
５
月
28
日（
火
）　
②
５

月
31
日（
金
）

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
①
東
濃
保
健
所　
②
保
健

セ
ン
タ
ー

・
　
東
濃
保
健
所　
（
☎
○23　
１

１
１
１
・
内
線
３
６
２
）
ま
た
は

保
健
セ
ン
タ
ー　
（
☎
○55　
２
０
１
０
）

こ
こ
ろ
を
守
る
講
演
会

～
自
死
遺
族
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
被
災
地
支
援
～

日
時　
６
月
２
日（
日
）午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

場
所　
多
治
見
市
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
（
多
治
見
市
新
町
１　
―　
23
）

入
場
料　
無
料
（
申
込
不
要
）

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
８　
―　
２
７
３　
―　
１
１
１

１
・
内
線
２
２
５
２
）

建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
と
は
、
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
、
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

退
職
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。
加

入
で
き
る
の
は
、
建
設
業
を
営
む

事
業
主
で
す
。

　
建
退
共
岐
阜
県
支
部
（
☎
０

５
８　
―　
２
７
６　
―　
３
７
４
４
）

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
税

さ
れ
る
方
へ

軽
自
動
車
税
の
継
続
検
査
用

（
車
検
用
）
納
税
証
明
書
の
発
行

に
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
の
場
合
、

振
替
日
（
５
月
31
日
）
か
ら
納
税

の
確
認
ま
で
１
週
間
程
度
か
か
る

た
め
、
こ
の
間
に
車
検
用
の
納
税

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
軽
自
動

車
税
の
引
き
落
と
し
額
が
記
帳
さ

れ
た
「
通
帳
」
を
持
参
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
税
政
係（
内
線
１
８
３
）

自
動
車
税
の
期
限
内
納
付

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日（
金
）で
す
。
銀
行
な
ど
の
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
で
き
る
ほ
か
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
「
ネ
ッ
ト
納

付
」
も
可
能
で
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
自
動
車
税
事
務
所
（
☎
０

５
８　
―　
２
７
９　
―　
３
７
８
１
）

箱
わ
な
に
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
市
で
は

山
中
の
イ
ノ
シ
シ
の
通
り
道
に
箱

わ
な
を
設
置
し
捕
獲
を
行
っ
て
い

ま
す
。
警
戒
心
の
強
い
イ
ノ
シ
シ

は
人
の
臭
い
が
つ
い
た
箱
わ
な
に

近
寄
ら
な
く
な
る
ほ
か
、
人
に
と

っ
て
も
大
変
危
険
で
す
の
で
、
近

寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
振
興
課
農
林
係
（
内
線

２
３
７
）

「子どもを預けられたら参加したい」というお母
さんたちを対象に行う教室です。

ピラティスで「インナーマッスル」を鍛え、心と
体をリラックスさせましょう。
期　　日　６月７日・14日・21日の金曜日（全３回）
時　　間　午前10時～正午
場　　所　土岐津公民館
定　　員　20人程度（応募者多数時は抽選）
参　加　料　無料
持　ち　物　バスタオル（ヨガマット）、タオル、水分

補給用のお茶（水）
※動きやすい服装で参加してください。

申込期限　５月23日（木）
・ 　生涯学習課公民館係（内線273）

料理に興味があるけれど料理をする機会のない
男性のための料理教室です。

酒のさかなや簡単な和食の作り方を学びません
か。
期　　日　６月22日・29日の土曜日（全２回）
時　　間　午前９時30分～正午
場　　所　肥田公民館
定　　員　16人（応募者多数時は抽選）
参　加　料　1,000円

（材料代）
持　ち　物　エプロン、三角巾、

筆記用具
申込期限　5 月23日（木）

・ 　生涯学習課公民館係（内線273）

ピラティス教室（託児付き） おとこの料理教室
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Voice
初めて参加しましたが、楽しく

作ることができ、子どもと一緒に
参加して良かったです。簡単にす
てきなものができました。出来上
がったら、かぶとの横に飾ろうと
思っています。

間瞬のきめきと

２月28日の「土岐市織部の日」を記念して、
美濃焼伝統産業会館や織部の里公園など市内
４カ所で市民茶会やロクロ体験、伝統工芸品
即売会などの記念事業を開催しました。

セラトピア土岐では、13日に第６回現代茶
陶展の授賞式と展覧会が行われました。この
展覧会は、茶陶（茶道に使う陶器の道具）を
全国から公募するもので、先人が磨き上げて
きた茶陶に現代の作家がさまざまな技法や意
匠を凝らし、「新たな茶陶」を生み出すこと
を目指して開催されるものです。今回の受賞
作品は、本紙４月１日号で紹介しています。

第25回　織部の日記念事業
オリベイズムを現代にも

４月13日（土）・14日（日）

現代茶陶展＠セラトピア土岐
展覧会の様子（TOKI織部大賞受賞作品：碧の器）

花と器展
＠美濃陶磁歴史館 美濃焼伝統工芸品即売会＠美濃焼伝統産業会館 現代茶陶展

おやこでこいのぼり＠美濃焼伝統産業会館
こいのぼりの置物を作る講座には、多くの親子が参加しました。こい

のぼりは“タタラづくり”という同一の厚さにスライスした粘土を使っ
て作るもので、参加者は好きな形に曲げて形づくり、目やうろこなどの
模様を入れて思い思いのこいのぼり作りを楽しみました。
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昨年７月に建て替えを始めた土岐津小学校北舎の完
成式が行われました。式典では、児童代表が「入学す
るときのドキドキした気持ちや笑って過ごした思い出
は忘れない。新しい校舎でもたくさん思い出を作り、
50年先もきれいに残せるよう大切に使いたい」とあ
いさつしました。テープカット後に新しい教室が披露
され、児童たちは嬉しそうに教室に入っていきました。

新しい校舎でもたくさんの思い出を
４月８日（月）

高齢化社会の進展に伴って増加する高齢者による交
通事故や悪質商法から身を守る術を学ぶ「高齢者交
通・地域安全大学校」の開校式が妻木公民館で行われ
ました。多治見、土岐、瑞浪市の小学校区ごとに持ち
回りで開校されるこの大学校では、５月から来年２月
まで月に１度の割合で講習会を開き、振り込め詐欺や
運転マナーなどを学んで、安全・安心な地域づくりを
目指します。

安全・安心な地域づくりのために
４月５日（金）

ギフチョウの放蝶会が総合公園で行われ、下石町在
住の親子約80人が参加しました。子どもたちはギフ
チョウの生態などについて熱心に聞き、１人１羽ずつ
蝶を放しました。同町では３月の終わりから４月中頃
にかけてギフチョウを見ることができ、下石自然を守
る会では「本物を見ることはとても大切。チョウを見
つけたら、ぜひ手に取って」と子どもたちに呼び掛け
ました。

ギフチョウってきれいだね
４月６日（土）

東濃看護専門学校の入学式が５日に、土岐医師会准
看護学校の入学式が10日にそれぞれ行われました。
東濃看護専門学校は３年課程で看護師の資格を、土岐
医師会准看護学校は２年課程で准看護師の資格を目指
します。

式典では、それぞれ新入生代表が「思いやりのある
看護師を目指して勉学に励みます」「一社会人として、
節度や責任を持ち続けます」と宣誓しました。

温かく思いやりのある看護を目指して
４月５日（金）・10日（水）

東濃看護専門学校 土岐医師会准看護学校
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お便り日和きままに　川柳

From Readers

う
れ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
し
ゃ
べ
り
天
使
（
下
石
町
） 

30
数
年
前
の
母
の
日
の
こ
と
で
す
。

夕
方
近
く
当
時
小
三
だ
っ
た
次
男
が

汗
を
一
杯
か
い
て
白
色
の
小
袋
を
私

に
差
し
だ
し
ま
し
た
。
「
え
!!
く
れ

る
の
？
」
と
聞
く
と
「
母
の
日
だ
か

ら
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
中
を

見
る
と
色
と
り
ど
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
玉
で
出
来
た
長
さ
25
セ
ン
チ
位
の

首
飾
り
が
。
近
く
に
こ
れ
を
売
っ
て

る
店
屋
は
な
く
、
遠
く
離
れ
た
店
に
、

私
の
為
、
わ
ざ
わ
ざ
買
っ
て
き
て
く

れ
た
の
で
す
。
し
か
も
自
分
の
小
遣

い
を
貯
め
て
で
す
。
息
子
が
愛
し
く
、

涙
が
あ
ふ
れ
て
き
て
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

今
思
い
出
し
て
も
胸
が
熱
く
な
り

「
グ
ッ
と
」
し
て
き
ま
す
。

グ
ッ
と
き
た
!!

ア
ラ
フ
ォ
ー
息
子
の
母
（
肥
田
町
） 

彼
岸
の
日
、
夫
の
姉
家
族
と
墓
参

り
か
ら
帰
る
と
ガ
ス
レ
ン
ジ
の
上
の

大
き
な
鍋
の
中
の
熱
湯
に
珈
琲
カ
ッ

プ
の
碗
皿
が
６
個
、
揺
ら
め
い
て
い

た
。
食
卓
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー
に
は
珈
琲
が
た
っ
ぷ
り

出
来
上
が
っ
て
お
り
、
お
盆
に
は
布

巾
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
が
用
意

さ
れ
て
い
た
。
今
は
市
内
で
独
り
暮

ら
し
を
始
め
た
ア
ラ
フ
ォ
ー
息
子
。

仕
事
先
で
の
土
産
を
届
け
に
出
勤
前

に
立
ち
寄
っ
た
の
だ
っ
た
。
グ
ッ
と

き
た
嬉
し
い
事
な
の
に
、
こ
の
様
に

家
事
が
出
来
て
は
結
婚
は
縁
遠
い
か

も
。

感
謝
の
伝
え
方

和
三
盆
（
泉
町
） 

親
子
の
和
解
や
別
れ
の
シ
ー
ン
に

グ
ッ
と
き
ま
す
。
思
い
出
す
の
は
映

画
「
遠
い
空
の
向
こ
う
に
」
の
終
盤
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
技
術
者
を
目
指
す
主
人

公
が
、
父
親
に
感
謝
を
告
げ
る
シ
ー

ン
。
ず
っ
と
夢
に
反
対
し
つ
つ
も
、

協
力
し
て
く
れ
た
父
親
に
彼
は
な
ん

と
言
っ
た
の
か
。
詳
細
は
伏
せ
ま
す

が
、
こ
ん
な
風
に
家
族
に
思
い
を
伝

え
ら
れ
た
ら
、
と
憧
れ
で
す
。
現
実

は
な
か
な
か
素
直
に
な
れ
ま
せ
ん
が
、

も
う
す
ぐ
母
の
日
と
父
の
日
。
二
人

に
は
何
か
「
グ
ッ
と
く
る
」
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
も
贈
れ
れ
ば
と
計
画
中
で
す
。

…
グ
ッ
と
き
た
!!

ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ン
（
泉
町
） 

車
の
運
転
中
「
横
断
歩
道
を
渡
っ

て
も
ら
う
た
め
に
停
車
し
た
時
、
高

校
生
く
ら
い
の
子
が
控
え
め
に
ペ
コ

っ
と
頭
を
下
げ
な
が
ら
小
走
り
で
渡

っ
て
い
く
瞬
間
」
に
グ
ッ
と
き
ま
す
。

「
控
え
め
な
感
じ
・
ペ
コ
リ
・
小
走

り
」
の
３
点
セ
ッ
ト
が
そ
ろ
え
ば
、

男
女
関
係
な
く
、
い
わ
ゆ
る
『
萌

え
』
的
な
気
分
。
細
か
い
こ
と
に
も
、

感
謝
の
意
を
表
す
と
い
う
の
は
気
持

良
い
こ
と
だ
な
と
初
心
に
帰
り
ま
す
。

ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
る
た
め
、

踏
み
出
す
ア
ク
セ
ル
も
優
し
く
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
な
る
お
ま
け
付
き
。

６月１日号の投稿募集

お便りテーマは「家族」です。おじ
いちゃんとの思い出、娘に言いたいこ
となど家族をテーマに200字以内（タ
イトル別）でお寄せください。

川柳のお題は「結婚」です。
（１人一句）

締め切りは５月20日（月）です。

■応募・問い合わせ
住所・氏名またはペンネームを明記し、
秘書広報課広報広聴係へ。
〒509　―　5192（住所不要）
☎○54　1111（内線185）／ 　○55　7763

　koho＠city.toki.lg.jp
※応募多数の場合は採用されない場合
があります。また、お便りについては、
採用に当たり趣旨を変えない程度で表
現を変更する場合がありますので、ご
了承ください。掲載の際に投稿者への
ご連絡は行っていません。

に
ら
め
っ
こ
子
猫
に
負
け
て
べ
そ
を
か
く

子
供
の
日
年
寄
り
一
緒
に
お
祝
い
し

こ
ど
も
に
は
大
人
に
勝
る
知
恵
が
あ
る

子
供
た
ち
未
来
に
つ
な
ぐ
希
望
の
灯

登
校
の
列
の
短
き
現
世
か
な

子
ど
も
達
虹
は
憧
れ
夢
ん
中

成
人
し
た
こ
ど
も
に
今
は
注
意
さ
れ

こ
ど
も
の
目
宇
宙
夢
見
て
飛
び
は
ね
る

足
立
昌
代

ジ
ョ
ー
ジ

光
ち
ゃ
ん

こ
ね
こ

か
ず
慧

Ｍ
Ｎ

ラ
ン

小
阪
千
枝
子

お題「こども」 テーマ「…グッときた!!」
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給食センター掲示板

土岐市教育　夢☆絆　ＭＹ小学校レポート

土岐津小学校　～新たな教育環境を生かした創造的な教育活動を展開します～

給食では、こんなことを大切に考えています!!

土岐津小学校では、昨年７月に52年の歴史を閉じた校舎にかわって
『新しい北舎』が完成しました。心豊かにそして確かな力が身に付くよ
う、今までの文化・伝統を生かした、未来に伸びゆく土岐津の子どもた
ちを育てる教育を進めます。

①安全でおいしい手作り給食
・上質な煮干しやかつお節、昆布など天然のだしを使
います。

・内容が明確で、安全・良質な食品を使います。
・食品添加物の少ない食品の選定に努めます。
・グラタン、卵焼きなど手作り給食を心掛けます。
②栄養のバランス、健康作りに配慮
・いろいろな種類の食品や料理を取り入れ、豊かな食
体験の場となるよう工夫します。

・成長期に不足しがちなカルシウムを取るため、牛
乳・乳製品、小魚などを取り入れます。

・食物繊維やビタミン、ミネラルを補うため、野菜を
多く取り入れます。

・魚離れを防ぎ、多価不飽和脂肪酸を取るため、魚料
理を多く取り入れます。

・豆類、芋類、海藻など、家庭で摂取されにくい食品
を取り入れます。

・油の取り過ぎを抑えるため、焼き物や蒸し物の料理
を取り入れます。

・薄味を心掛けます。

③旬の食材を大切に
　魚、野菜、果物は旬の食材を使用し、季節に合わせ
た料理を考えます。
④地産地消
・地域の食材や県内の食材の使用に努めます。
・米と牛乳は100％、パンや麺に使用する小麦粉は
50％県内産を取り入れています。
⑤食文化の継承を
・ご飯を中心とした日本型の献立を多く取り入れます。
・地域の特産物や郷土料理、行事食を取り入れます。
・日本各地の料理や海外の料理も取り入れます。
⑥かみ応えのある料理
　よくかんで食べる習慣が
身に付くよう、かみ応え
のある食品や料理を取り
入れます。

多目的室を利用した幼稚園との連
携や、回廊型の校舎を生かした異学
年との積極的な交流をします。

中庭の緑の芝生やビオトープで
は、全校の子どもたちが自然とふ
れあい、のびのびと活動します。

太陽光パネル、発電ボードによ
り、環境やエネルギーの学習を進
めます。

〈教育目標〉　よく学び　やりぬく子
わくわく【創造】　　のびのび【共生】　　きびきび【自立】
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男と女のいきいきコラム　―男女共同参画社会の実現を目指して―　　　　　　VOL.106

５
月
５
日
は
端
午
の
節
句
で
す
。

節
句
は
日
本
の
暦
の
一
つ
で
あ
り
、

伝
統
的
な
年
中
行
事
を
行
う
季
節
の

節
目
と
な
る
日
の
こ
と
で
、
江
戸
時

代
に
そ
の
う
ち
の
５
つ
が
公
的
な
行

事
・
祝
日
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
５
つ
と
も
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？

①
１
月
７
日
…
人じ

ん
じ
つ日

の
節
句

　
　
　
　
　
　
（
七
草
の
節
句
）

②
３
月
３
日
…
上じ

ょ
う
し巳

の
節
句

　
　
　
　
　
　
（
桃
の
節
句
）

③
５
月
５
日
…
端
午
の
節
句

　
　
　
　
　
　
（
菖し

ょ
う
ぶ蒲

の
節
句
）

④
７
月
７
日
…
七
夕
の
節
句

⑤
９
月
９
日
…
重ち

ょ
う
よ
う陽

の
節
句

　
　
　
　
　
　
（
菊
の
節
句
）

の
五
節
句
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
七
草

粥か
ゆ

、
菱ひ

し

餅
・
甘
酒
、
柏
餅
、
素そ

う
め
ん麺

、

菊
酒
と
い
っ
た
節
句
料
理
が
あ
り
ま

す
。５

月
の
端
午
の
節
句
は
、
現
在
で

は
鎧よ

ろ
い
か
ぶ
と兜

や
五
月
人
形
を
飾
っ
た
り
、

こ
い
の
ぼ
り
を
上
げ
た
り
し
て
男
の

子
の
厄
よ
け
と
健
康
祈
願
の
お
祝
い

の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

古
く
は
奈
良
時
代
か
ら
続
く
行
事
で
、

元
々
は
男
の
子
に
限
っ
た
行
事
で
は

な
く
、
邪
気
を
避
け
、
魔
物
を
は
ら

放
射
線
科
と
い
う
科
は
、
一
般
の

方
に
は
な
じ
み
が
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

市
立
総
合
病
院
に
は
、
放
射
線
科

と
中
央
放
射
線
部
が
あ
り
ま
す
。
放

射
線
科
に
は
放
射
線
科
診
断
専
門
医

が
常
勤
し
て
お
り
、
院
内
お
よ
び
近

隣
の
医
療
機
関
の
医
師
か
ら
依
頼
さ

れ
た
患
者
さ
ん
の
身
体
各
部
の
Ｃ
Ｔ

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
の
診
断
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
放
射
線

部
で
は
、
各
種
検
査
に
精
通
し
た
診

療
放
射
線
技
師
が
患
者
さ
ん
へ
の
負

担
を
最
小
限
に
抑
え
て
Ｘ
線
写
真
や

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
少
し
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
は

体
の
断
面
上
の
Ｘ
線
の
透
過
度
（
通

り
や
す
さ
）
の
分
布
図
を
作
っ
て
、

病
気
を
診
断
す
る
方
法
で
す
。
Ｘ
線

の
透
過
度
は
空
気
、
肺
、
脂
肪
、
水
、

肺
以
外
の
内
臓
、
石
灰
化
し
た
結
石
、

骨
の
順
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
差
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
脳
出

血
、
肺
の
病
気
、
腹
部
内
臓
疾
患
を

は
じ
め
身
体
各
部
の
病
気
の
診
断
に

優
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ド
化
合
物
か

ら
な
る
造
影
剤
と
い
う
注
射
薬
を
静

脈
に
注
射
し
て
、
診
断
の
力
を
増
す

方
法
も
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
最
近

の
機
器
の
性
能
の
進
歩
は
著
し
く
、

節
句

放
射
線
科
っ
て
何
？

院
長
・
放
射
線
科
部
長

　
　
　
　
　

松
原
一
仁
医
師

う
と
さ
れ
て
い
た
菖
蒲
を
ヨ
モ
ギ
と

と
も
に
軒
に
差
し
た
り
湯
に
入
れ
た

り
す
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
あ
る
地
域
で
は
「
生
命
を
生
み

だ
す
女
性
が
神
聖
な
る
早
苗
を
植
え

る
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
は
女

性
が
威
張
っ
て
も
い
い
日
と
し
て
豊ほ

う

穣じ
ょ
う

を
願
う
女
性
の
祭
り
と
す
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。

時
代
が
武
家
社
会
に
移
る
に
つ
れ
、

菖
蒲
と
尚
武
（
武
士
を
尊
ぶ
）
を
か

け
て
「
尚
武
の
節
句
」
へ
と
移
り
変

わ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
男
の
子

の
誕
生
と
成
長
を
祝
う
お
祭
り
と
な

り
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
こ
ど
も
の

日
と
し
て
国
民
の
祝
日
と
な
り
ま
し

た
。最

近
で
は
「
男
の
子
も
強
い
だ
け

で
は
ダ
メ
。
思
い
や
り
や
優
し
さ
も

必
要
」
と
い
っ
た
親
の
要
望
も
あ
り
、

か
わ
い
ら
し
い
大
将
飾
り
や
五
月
人

形
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
男

女
共
同
参
画
を
進
め
る
上
で
は
「
男

ら
し
さ
」
や
「
女
ら
し
さ
」
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
て
お
互
い
を
思
い
や

り
、
役
割
分
担
し
て
い
け
る
社
会
が
、

真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

広
範
囲
の
検
査
を
１
分
か
ら
数
分
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｘ
線
を
使

う
た
め
、
少
し
放
射
線
被
ば
く
が
あ

り
、
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
な

ど
は
使
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
強
力
な
磁
場
の
ト
ン
ネ

ル
の
中
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
体
の

各
部
の
構
造
を
知
る
検
査
で
す
。
Ｃ

Ｔ
で
分
か
り
に
く
い
病
変
が
分
か
る

場
合
も
あ
り
、
Ｃ
Ｔ
と
使
い
分
け
た

り
併
用
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
脳
梗

塞
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
子
宮
卵
巣
、

筋
肉
な
ど
の
病
気
の
診
断
に
優
れ
て

い
ま
す
。
検
査
時
間
は
数
分
か
ら
数

十
分
か
か
り
ま
す
。
強
力
な
磁
場
を

利
用
す
る
た
め
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
を
つ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に

は
危
険
が
あ
り
、
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
事
を
ご
覧
の
方
で
体
調
に

不
安
が
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
の
上
、
必
要
な
検
査
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
は
か
か
り
つ
け
医

か
ら
の
紹
介
に
よ
り
当
院
で
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
患
者

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
合
わ
せ
て

最
適
の
検
査
を
選
択
し
て
実
施
し
、

判
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
か
か
り
つ

け
医
に
お
返
事
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健康ほっとLine　　　　　－市立総合病院の医師が健康に関する情報をお届けしますー
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健康ガイド 保健センター（☎○55　2010）／市ホームページ▶▶健康づくり

対　　象　乳幼児の保護者、市民
日　　時　①５月24日（金）　午前10時～11時30分

②５月27日（月）　午前10時～11時30分
午後　１　時30分～　３　時

場　　所　保健センター
相　談　員　保健師、管理栄養士
※みそ汁の塩分測定を希望の方は、当日朝の「みそ汁」を
50ml程お持ちください。

乳幼児健康相談・食事相談・みそ汁の塩分測定

対　　象　４か月児健診を受けたお子さんの保護者
日　　時　５月30日（木）午後１時～３時30分
場　　所　保健センター
持　ち　物　エプロン、三角巾、筆記用具
定　　員　20人（先着順）※先着10人まで託児可能
締め切り　５月28日（火）

もぐもぐ離乳食教室

対　　象　平成24年４月生まれのお子さん
日　　時　５月23日（木）午前10時～11時30分
場　　所　保健センター
内　　容　食事・おやつの話、試食、絵本の読み聞かせ
持　ち　物　母子健康手帳、筆記用具、お子さん用のお茶
定　　員　12人（先着順）
締め切り　５月21日（火）

１歳すくすく教室

対　　象　市民
日　　時　５月27日（月）午後１時15分～２時30分
場　　所　保健センター
備　　考　血圧測定・尿検査
※禁煙相談をご希望の方は、事前に電話で申し込みくださ
い。相談日以外でも受け付けています。

健康相談・禁煙相談

対　　象　妊婦さんと夫
日　　時　６月９日（日）午後１時～３時30分
場　　所　保健センター
定　　員　15組
内　　容　助産師の話、お風呂の入れ方実習、お父さんの妊

婦体験
締め切り　６月７日（金）

パパママクラス

対　　象　市民　※予約制
日　　時　５月27日（月）午後１時15分～２時30分
場　　所　保健センター
備　　考　歯科健診、相談、歯磨き指導
締め切り　５月24日（金）

成人歯科健診

※個別予防接種の申し込みは、５月15日（水）までに保健センターへFAX（○53　0095・送信後の電話確認をお願いします）、市の
ホームページ、保健センターまたは支所にて申し込みください。
※接種は６月からですが、５月2５日（土）以降に、申し込みをした医療機関で接種日時を予約の上、接種してください。
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予診票に必要事項を記入し母子健康手帳を持ってお出
掛けください。なお、日本脳炎予防接種予診票は、各医療機関に用意してあります。

対　象　平成24年５月以前に生まれた２歳未満のお子さん
※麻しん、風しん両方に確実にかかったことがある方は、対象ではありません。

第１期　麻しん・風しん混合予防接種（医療機関での個別接種） ★注

対　象　７歳半未満のお子さん
〔初回〕　今までにポリオ予防接種を１回以上接種しており、３種混合予防接種を３回接種したことがなく、今までに申し込み

をしていないお子さん
〔追加〕　平成24年５月までに３種混合予防接種を３回接種終了しているお子さん
※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センターへご相談ください。

３種混合予防接種〔初回・追加〕〈ジフテリア・百日せき・破傷風〉（医療機関での個別接種） ★注

対　象　３種混合ワクチンおよびポリオワクチンのいずれも接種していない、満３カ月以上７歳半未満のお子さん
（対象となる方で、個別案内が届いていない方は、保健センターまでご連絡ください）
※指定医療機関へ接種日時を電話で予約の上、接種してください。保健センターへの申し込みは不要です。

４種混合予防接種〈ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオワクチン〉（医療機関での個別接種）

★注
対　象
〔１期〕　平成22年４月以前に生まれた７歳半未満のお子さん
▷１期初回　今までに日本脳炎予防接種を一度も受けていないお子さん（６～28日間隔で２回接種）
▷１期追加　初回接種（２回）終了から、おおむね１年経過しているお子さん（１回接種）
〔特例対象者〕　平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方
▷小学３年生までのお子さんで、今までに３回接種していない方
▷小学４年生～高校３年生相当の年齢の方で、今までに４回接種していない方（ただし、４回目の接種は３回目の接種終了
後、おおむね５年の間隔を置くことが望ましい）

　※接種回数・接種時期は、これまでの接種歴により異なりますので、不明な点は問い合わせください。

日本脳炎予防接種〔１期初回・追加〕〔特例対象者〕（医療機関での個別接種）

★注
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いきものふれあいの里
「陶史の森」だより

土岐市ネイチャーセンター　☎○59　5144

陶史の森は自然環境保護地域です。動植物や石などは絶対に採らないでください。また、ペットの同伴はご遠慮ください。

教室のご案内
森 の

日 記
今年の原木は、職員が陶

史の森の中に倒れているコ
ナラを探し出してチェンー
ソーで切り刻み、谷底から
担ぎ上げて調達しました。
参加者の皆さんが和気あい
あいと力を合わせて穴開けや駒菌打ちをしている姿を
見て「実施してよかった。苦労して調達した甲斐があ
ったなぁ」と感じました。

肥田盆栽会の皆さんがサ
ギソウの球根2,500球を湿
地に植えてくれました。今
年はイノシシが陶史の森で
も大暴れし、湿地や遊歩道
をほじくり返して荒らして
しまいまいした。サギソウが激減するかもしれないと
危惧していた矢先のことで、大変感謝しております。
ありがとうございました。

「躑躅」の読み方をご存じですか？「躑
テキ

」と「躅
チョク

」
はどちらも訓読みで「たちもとおる」と読み、「行き
つ戻りつする」が語源です。２字をつなげると「躊

ちゅう

躇
ちょ

する」という意味があり、道行く人が足を止める
程美しい花を咲かせるため、「ツツジ」の当て字とし
て使われるようになったといわれています。そう、

「躑躅」は「ツツジ」と読むのです。
ツツジの語源として「ツヅキサキギ＝続き咲き木」

とか「ツヅリシゲル＝綴り茂る」という説もあるよ
うに、ツツジの仲間は次々と美しい花をたくさん咲
かせます。花が咲き終わると枝先に三枚の葉が出る
ことからその名が付いた「ミツバツツジ」は、雄し
べの数が５本あります。日本にはツツジの仲間が90
種類以上ありますが、ミツバツツジは近畿・東海・
関東地方にしか分布していません。陶史の森では、
ほかにも雄しべが10本あるトウゴクミツバツツジ
やコバノミツバツツジも見られます。雌しべの根元
に細かい毛があるのがトウゴクミツバツツジ、毛が
なく葉がやや小さめなのがコバノミツバツツジです。

よい気候になりました。陶史の森の遊歩道を散歩
しながらツツジなどの草花をじっくり観察し、それ
ぞれの特徴を見分けてみてはいかがですか。
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思わず立ち止まってしまう程の美しさ

５月
『陶史の森』写生会（要申込、雨天中止）

５月３日（金）・４日（土）9：00～15：00
陶史の森の自然や動植物を絵画にします。
対象は、保育園・幼稚園児、小学生です。
※画用紙、画板は用意します。

バードウオッチング（自由参加、雨天中止）
５月26日（日）9：00～11：30

春の野鳥を観察します。

６月
夏の天体教室（要申込・定員20人、雨天中止）

６月８日（土）18：30～21：00
初夏の星座や土星を観察します。

ミツバチ教室（要申込・定員120人）
６月16日（日）9：00～11：30

蜂蜜搾り体験をし、その蜂蜜を味わいま
す。

バードウオッチング(自由参加、雨天中止)
６月23日（日）9：00～11：30

初夏の野鳥を観察します。

シイタケ教室 ３月３日（日）

サギソウの球根植栽 ３月24日（日）


